
　

彫
塑
家
中
原
悌
二
郎
（
一
八
八
八
―
一
九
二
一
年
）
が
制
作
し
た
《
若
き
カ
フ
カ

ス
人
》
と
題
す
る
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
新
潟
大
学
が
所
蔵
す
る
美
術
品
の
中
で
代
表
的

な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
（
図
１
）。
こ
の
作
品
は
現
在
本
部
の
学
長
室
に
置
か
れ
て

い
る
が
、
各
地
の
美
術
館
か
ら
の
出
品
依
頼
に
応
じ
て
貸
し
出
さ
れ
、
展
示
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
個
性
的
な
作
品
名
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
つ
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

「
若
き
カ
フ
カ
ス
人
」
の
モ
デ
ル
、
イ
リ
ア
・
ニ
ン
ツ（

マ
マ
）ア

は
コ
ー
カ
サ
ス
の
南

端
ク
タ
イ
ス
ル
（
山
浦
注
、
現
在
の
国
名
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
。
ク
タ
イ
シ
）
に
生

ま
れ
た
。
そ
こ
は
、
カ
ス
ピ
海
と
黒
海
の
間
に
カ
フ
カ
ス
山
脈
が
あ
る
土
地
で
、

こ
の
作
品
の
題
名
は
モ
デ
ル
が
そ
こ
で
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
１
。

　

大
正
八
年
（
一
九
一

九
）
夏
に
作
ら
れ
、
同

年
九
月
の
第
六
回
再
興

日
本
美
術
院
展
に
出
品

さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、

約
百
年
が
経
過
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
日
本
近

代
彫
刻
史
で
は
日
本
人

に
よ
る
構
築
性
を
持
っ

た
数
少
な
い
優
れ
た
作

品
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
中
原
の
作

品
の
中
で
は
、《
平
櫛

氏
像
》（
図
２
）
の
方

が
完
成
度
は
高
い
と
筆

者
は
思
う
が
、
一
般
に

は
《
若
き
カ
フ
カ
ス

人
》
の
方
が
馴
染
み
易
い
の
か
、
人
気
が
あ
る
。
現
在
、
こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
（
石
膏
原
型
か
ら
直
接
鋳
造
し
た
作
品
）
に
複
製
（
作
品
か
ら
型
取
り
し

て
鋳
造
し
た
作
品
）
を
加
え
る
と
、
全
国
に
十
五
点
以
上
存
在
す
る
２
。
新
潟
大
学

の
所
蔵
品
は
早
い
時
期
に
作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
。
元
来
旧
制
新

潟
高
等
学
校
の
所
蔵
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
学
制
改
革

で
新
潟
大
学
に
な
り
、
備
品
の
一
つ
と
し
て
一
時
理
学
部
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
北
海
道
の
生
ま
れ
で
、
新
潟
と
は
ほ
と
ん
ど
縁
の
な
い
と
思
わ
れ
る
中

原
の
作
品
が
新
潟
に
あ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
中
原
の
妻
・
信
（
の
ぶ　

一
八
九

二
―
一
九
五
四
年
）
が
新
潟
県
出
身
だ
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
必
然
性
は

あ
っ
た
の
か
。
そ
の
辺
を
ひ
も
と
く
手
が
か
り
と
な
り
そ
う
な
記
録
が
信
の
著
し
た

『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』（
日
動
出
版
部
、
昭
和
五
十
六
年
）
で
、
関
係
者
の
尽
力

で
、
彼
の
死
後
六
十
年
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
当
事
者
側
の
記
録
と
し
て
は

大
い
に
参
考
と
な
る
。
こ
こ
に
は
、
信
の
故
郷
に
お
け
る
生
活
も
書
か
れ
て
い
る
が
、

今
ま
で
の
中
原
研
究
で
は
見
逃
し
て
い
た
事
柄
も
少
な
く
な
い
。
新
潟
市
出
身
で
近

代
彫
刻
に
関
心
の
あ
る
筆
者
が
、
地
元
に
お
け
る
中
原
や
信
、
そ
の
兄
弟
の
こ
と
を

さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
み
た
い
と
思
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

•••••••••

•••••••••

《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》と
旧
制
新
潟
高
等
学
校

―
中
原
悌
二
郎
を
支
え
た
妻
信
の
愛
―

山
　
浦
　
健
　
夫

図１�　中原悌二郎《若きカフカス人》
　　　1919年　国立大学法人　新潟大学所蔵

図２　中原悌二郎《平櫛氏像》
　　　1919年（公財）碌山美術館所蔵
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お
い
た
ち

　

中
原
信
は
旧
姓
伊
藤
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
二
月
十
二
日
、
南
魚
沼
郡

六
日
町
（
現
南
魚
沼
市
）
で
生
ま
れ
た
３
。
父
は
伊
藤
亀
之
助
（
一
八
五
八
年
生

れ
）、
母
は
ヨ
シ
（
一
八
六
六
年
生
れ
）、
夫
妻
は
男
四
人
、
女
五
人
の
子
供
に
恵
ま

れ
（
巻
末
附
表
）、
信
は
上
か
ら
四
番
目
で
次
女
で
あ
っ
た
。
亀
之
助
は
、
も
と
も

と
は
長
岡
藩
の
下
級
士
族
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
不
明
な
点
が
多
い
と
い
う
。
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
の
『
柏
崎
県
職
員
録
』
で
は
柏
崎
県
出
張
川
浦
役
所
（
旧
中
頸

城
郡
三
和
村
に
あ
り
―
明
治
二
年
に
設
置
）
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で

あ
る
４
。

　

母
ヨ
シ
は
美
術
評
論
家
匠
秀
夫
氏
に
よ
る
と
秀
才
で
優
秀
な
子
弟
が
集
ま
る
藩
校

で
学
ん
だ
少
女
時
代
は
首
席
を
通
し
た
と
い
う
５
。
戊
辰
戦
争
で
焦
土
と
化
し
た
長

岡
の
復
興
を
任
さ
れ
た
小
林
虎
三
郎
の
教
え
も
あ
っ
て
か
、
両
親
は
勉
学
に
理
解
が

あ
り
、
長
岡
に
い
る
よ
り
も
学
問
を
積
ん
で
、
外
に
出
て
活
動
す
る
こ
と
を
望
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。
子
沢
山
で
あ
っ
た
が
、
男
子
は
旧
制
中
学
校
、
旧
制
高
等
学
校
、
大

学
ま
で
進
学
さ
せ
て
い
た
。
女
子
も
高
等
女
学
校
で
学
ば
せ
て
い
る
。

　

新
潟
市
に
転
居

　

亀
之
助
と
そ
の
家
族
は
、
明
治
三
十
年
頃
に
は
新
潟
市
学
校
町
通
二
番
町
に
住
む

よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
十
四
年
新
潟
市
発
行
の
『
新
潟
市
二
級
有
権
者
名
簿
』
に
よ

る
と
「
大
正
十
四
年
二
月
現
在
」、
伊
藤
亀
之
助
が
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
中
原
悌
二
郎
の
信
あ
て
の
書
簡
に
は
、
住
所
は
「
岡
本
小
路
」
と
な
っ

て
い
る
。
岡
本
小
路
は
学
校
町
通
か
ら
海
岸
へ
向
か
っ
て
行
く
道
の
通
称
で
あ
る
。

近
く
に
あ
っ
た
岡
本
醸
造
所
に
由
来
す
る
と
い
う
。
一
世
記
以
上
隔
っ
て
界
隈
の
変

化
は
激
し
く
、
伊
藤
家
の
住
居
跡
は
特
定
で
き
な
い
。

　

長
男
成
章
（
一
八
八
五
年
生
れ
）
は
旧
制
長
岡
中
学
校
を
卒
業
し
て
、
早
稲
田
大

学
に
入
学
、
卒
業
後
は
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
に
就
職
し
て
い
る
。
次
男

武
夫
（
一
八
八
七
―
一
九
六
八
年
）
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
旧
制
新
潟
中

学
校
を
卒
業
し
て
、
第
一
高
等
学
校
、
東
京
帝
国
大
学
に
進
学
、
大
学
の
教
官
を
勤

め
た
。

　

信
は
鏡
淵
小
学
校
を
卒
業
後
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）、
新
潟
高
等
女
学

校
（
現
在
の
県
立
新
潟
中
央
高
等
学
校
）
に
入
学
し
た
。
日
露
戦
争
の
さ
な
か
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
事
に
も
質
素
倹
約
が
求
め
ら
れ
て
い
て
、
服
装
や
髪
型
が

華
美
に
な
ら
な
い
よ
う
学
校
か
ら
は
求
め
ら
れ
た
。
兄
弟
が
多
い
信
に
と
っ
て
は
、

む
し
ろ
好
ま
し
い
事
だ
っ
た
と
い
う
。
信
は
一
方
で
兄
が
借
り
て
き
た
坪
内
逍
遥
の

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
本
を
片
っ
端
か
ら
読
む
な
ど
、
文
学
少
女
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
。

　

最
初
の
結
婚

　

信
は
新
潟
高
等
女
学
校
を
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
三
月
に
卒
業
し
た
。
卒

業
す
る
と
十
七
歳
で
縁
談
が
持
ち
込
ま
れ
る
。
相
手
の
家
が
信
の
嫁
ぎ
先
と
し
て
良

い
家
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
母
ヨ
シ
が
大
い
に
乗
り
気
だ
っ
た
と
い
う
。「
明
治

四
十
二
年
八
月
、
北
蒲
原
郡
本
納
津
村
の
霜
鳥
四
郎
と
結
婚
し
た
」
と
『
中
原
悌
二

郎
の
想
出
』（
一
〇
二
頁
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
他
の
本
に
も
そ
の
ま
ま
引

用
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
当
時
の
新
潟
県
に
は
、
こ
の
よ
う
な
村
名
は
な
い
。「
本

納
津
村
」
で
は
な
く
「
西
蒲
原
郡
米
納
津
（
よ
の
う
ず
）
村
」
の
誤
り
で
あ
る
。

「
婚
家
は
新
潟
市
か
ら
十
里
ほ
ど
田
舎
の
、
界
隈
に
少
し
は
知
ら
れ
た
地
主
で
、
北

海
道
に
は
商
店
を
経
営
し
た
り
、
農
場
を
方
々
に
持
っ
て
お
り
ま
し
た
６
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
米
納
津
村
の
霜
鳥
家
で
あ
ろ
う
。「
新
潟
市
か
ら
十
里
」（
約
四
十
キ

ロ
）
と
い
う
の
も
合
致
す
る
。
の
ち
に
米
納
津
村
は
西
蒲
原
郡
吉
田
町
に
合
併
し
、

さ
ら
に
現
在
は
燕
市
に
な
っ
て
い
る
。
霜
鳥
家
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
は
、

五
十
三
町
歩
（
53
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
所
有
し
て
、
土
地
の
所
在
は
三
郡
十
一
町
村
に

わ
た
っ
た
７
。
当
時
、
当
主
に
は
子
供
が
無
く
、
末
弟
が
養
子
と
な
り
「
私
は
こ
の

養
子
に
め
あ
わ
さ
る
べ
く
嫁
が
さ
れ
ま
し
た
８
」
と
い
う
。
一
見
信
に
と
っ
て
恵
ま
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れ
た
結
婚
話
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
信
が
町
場
育
ち
の
女
学
校
出
、
し
か
も
若
い
上

に
世
間
知
ら
ず
。
朝
早
く
か
ら
働
き
ず
く
め
の
農
家
の
嫁
の
仕
事
は
好
き
な
本
も
読

め
ず
、
務
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
家
の
中
で
は
孤
立
無
援
、
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
夫
と
共
に
東
京
に
転
居
す
る
。
こ
こ
で
信
は
岡
田
虎
二

郎
の
主
宰
す
る
岡
田
式
静
坐
法
に
入
門
す
る
。
静
坐
法
は
岡
田
に
よ
り
、
座
禅
を
改

良
発
達
さ
せ
た
も
の
で
、
当
時
、
健
康
を
気
遣
う
東
京
市
民
に
支
持
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
会
で
信
は
、
実
業
家
の
相
馬
黒
光
に
出
会
い
、
や
が
て
中
村
屋
に
出
入
り
す
る

よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
夫
は
投
機
に
失
敗
し
、
実
家
に
引
き
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
二
人
は
離
婚
し
て
し
ま
う
。
信
も
新
潟
市
の
実
家
に
一
旦
戻
る
が
、
東
京

で
の
生
活
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
再
度
上
京
す
る
と
、
中
村
屋
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
い
、

静
坐
法
に
向
き
合
う
の
だ
っ
た
。

　

中
原
悌
二
郎
と
の
出
会
い

　

中
原
悌
二
郎
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
北
海
道
釧
路
町
（
現
釧
路
市
）

に
生
ま
れ
た
。
中
原
家
は
も
と
も
と
越
後
の
出
身
で
、
雑
貨
商
を
営
ん
で
い
た
。
明

治
三
十
年
（
一
八
九
七
）、
旭
川
で
雑
貨
商
を
営
ん
で
い
る
叔
父
夫
妻
の
養
子
と
な

る
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）、
旧
制
札
幌
中
学
校
に
入
学
す
る
が
、
三
年
生

の
途
中
に
中
退
、
洋
画
家
を
志
し
て
東
京
に
上
る
。
窮
乏
生
活
の
中
、
白
馬
会
洋
画

研
究
所
で
一
年
余
り
デ
ッ
サ
ン
を
学
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇

七
）
二
月
に
は
よ
り
活
気
の
あ
る
太
平
洋
画
会
の
研
究
所
（
洋
画
）
に
移
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
白
馬
会
洋
画
研
究
所
で
中
原
は
の
ち
に
親
友
と
な
る
中
村
彝
（
一
八
八
七

―
一
九
二
四
）
に
出
会
っ
て
い
る
。

　

明
治
四
十
一
年
、
荻
原
守
衛
（
一
八
七
九
―
一
九
一
〇
年
）
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰

国
し
た
。
荻
原
は
彫
塑
家
で
、
ロ
ダ
ン
の
薫
陶
を
受
け
て
き
た
の
だ
っ
た
。
中
村
屋

の
近
く
に
ア
ト
リ
エ
兼
住
居
を
構
え
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
中
原
は
中
村
彝
と
訪
問

し
て
荻
原
の
作
品
に
感
動
、
た
び
た
び
訪
れ
て
最
新
の
美
術
の
話
を
聞
い
た
の
だ
っ

た
。
さ
ら
に
ロ
ダ
ン
に
感
動
し
て
い
た
中
原
は
、
荻
原
の
急
逝
（
明
治
四
十
三
年
四

月
二
十
二
日
）
前
後
、
彫
刻
に
転
ず
る
こ
と
を
決
心
し
、
太
平
洋
画
会
の
彫
刻
部
に

移
る
と
、
会
員
の
新
海
竹
太
郎
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

明
治
四
十
四
年
に
中
村
彝
は
、
中
村
屋
裏
の
ア
ト
リ
エ
に
移
り
制
作
を
始
め
た
。

彝
の
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
生
活
を
見
て
、
相
馬
黒
光
は
自
分
た
ち
と
一
緒
に
食
事
を

す
る
よ
う
に
勧
め
彝
も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
お
か
げ
で
、
彝
と
信
の
接
す
る

機
会
も
多
く
な
っ
た
し
、
中
原
も
彝
を
訪
ね
て
行
っ
た
の
で
信
を
見
か
け
る
機
会
が

多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
中
原
は
今
ま
で
の
無
理
な
生
活
が
た
た
り
、
大
正
三
年
か
ら
一
年
半
、

結
核
療
養
の
た
め
養
父
の
い
る
旭
川
市
に
帰
郷
、
静
養
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
後

に
復
調
し
て
上
京
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
四
月
に
は
、
本
人
の
希
望
で
日
本
美

術
院
研
究
所
（
彫
刻
部
）
に
入
る
。
こ
こ
で
、
近
代
彫
刻
の
俊
英
た
ち
―
平
櫛
田
中
、

石
井
鶴
三
、
佐
藤
朝
山
ら
を
知
っ
た
。
こ
こ
で
の
制
作
、
研
究
は
大
い
に
力
と
な
っ

た
。
同
年
九
月
、
石
井
鶴
三
を
モ
デ
ル
に
《
石
井
氏
像
》
を
制
作
、
第
三
回
再
興
美

術
院
展
に
出
品
し
た
。
こ
れ
は
樗
牛
賞
を
受
賞
し
、
院
友
に
推
薦
さ
れ
た
。
樗
牛
賞

は
高
山
樗
牛
の
没
後
に
設
け
ら
れ
、
若
手
の
芸
術
家
の
生
活
を
助
け
る
た
め
の
い
わ

ば
新
人
賞
で
あ
る
。
多
い
金
額
で
は
な
か
っ
た
が
賞
金
も
支
給
さ
れ
た
。
制
作
途
中

の
《
石
井
氏
像
》
を
見
た
彝
は
「
萬
歳
だ
ぞ
、
中
原
、
到
頭
君
は
素
晴
ら
し
い
も
の

を
造
つ
て
了
つ
た
！
」
と
絶
賛
し
た
９
。
信
も
意
識
し
て
中
原
の
作
品
を
見
た
の
は
、

こ
れ
が
最
初
で
あ
っ
た
。

初
め
て
私
は
し
み
じ
み
と
眺
め
て
、
驚
嘆
い
た
し
ま
し
た
。「
い
い
で
す
ね

え
。」
し
か
し
こ
れ
以
上
、
私
は
何
と
言
っ
て
い
い
か
分
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
「
い
い
で
す
ね
え
、
い
い
で
す
ね
え
」
と
友
人
と
二
人
で
眺
め
て
い
ま
し

た
10
。
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彫
塑
と
い
う
と
難
し
い
物
と
思
わ
れ
て
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
が
、
信
は
中
原
の
作
品

を
正
し
く
受
け
と
め
て
い
る
。
信
は
上
京
後
、
裁
縫
学
校
に
学
ん
で
い
た
。
そ
こ
を

卒
業
す
る
時
に
は
、
彝
か
ら
薔
薇
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
描
い
た
作
品
を
貰
っ
た

（《
静
物
》
二
三
・
六
×
三
二
・
八
セ
ン
チ
、
大
正
四
年
）。
ま
た
、
年
末
に
は
、
羽

織
の
仕
立
て
を
頼
ま
れ
、
納
品
す
る
と
お
礼
に
花
と
林
檎
を
描
い
た
小
品
を
貰
っ
た

（《
静
物
》
一
五
・
三
×
二
二
・
五
セ
ン
チ
、
大
正
四
年
）。
こ
う
い
う
や
り
取
り
の

中
で
、
彝
は
信
の
人
柄
を
見
抜
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
信
は
彝
宅
に
行
っ
た
時
、

中
原
と
の
結
婚
を
勧
め
ら
れ
る
。
彝
が
間
を
持
っ
た
お
か
げ
で
、
中
原
と
信
は
婚
約

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
彝
は
パ
ト
ロ
ン
の
今
村
繁
三
に
掛
け
合
っ
て
、
中
原
に

月
十
円
の
援
助
を
頼
ん
で
い
る
。
金
額
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
中
原
の
生
活
の
安
定
が
図
ら
れ
た
。
だ
が
、「
中
原
の
都
合
で
（
結
婚
は
）

一
年
く
ら
い
先
に
と
い
う
事
11
」
に
な
り
、
信
は
結
婚
準
備
の
た
め
新
潟
市
の
実
家

に
戻
っ
た
。
東
京
の
中
原
と
新
潟
の
信
は
文
通
を
始
め
る
。
中
原
の
手
紙
が
信
の
手

元
に
の
こ
さ
れ
て
い
て
、「
伊
藤
信
へ
の
手
紙
」
と
し
て
、
二
度
目
に
出
版
さ
れ
た

『
彫
刻
の
生
命
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
五
十
三
年
）
で
掲
載
、
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
信
か
ら
の
手
紙
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
や
り
取
り
の
全
貌
は
わ
か
ら

な
い
が
、
中
原
の
信
へ
の
愛
情
は
強
く
感
じ
ら
れ
る
。「
中
原
の
都
合
」
と
い
う
の

は
、
中
原
が
今
は
日
本
美
術
院
の
研
究
所
で
彫
塑
を
勉
強
を
す
べ
き
と
し
て
判
断
し

た
か
ら
で
あ
る
。
信
は
結
局
、
中
原
に
二
年
以
上
も
待
た
さ
れ
る
事
に
な
る
が
、
彼

女
は
中
原
が
今
は
大
事
な
時
期
と
う
す
う
す
気
が
つ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
原
の
信
宛
の
手
紙
を
読
ん
で
み
よ
う
。

大
正
五
年
十
月
二
十
五
日

先
日
は
突
然
御
邪
魔
を
致
し
ま
し
て
誠
に
御
気
の
毒
で
し
た
。
其
の
後
如
何
で

御
座
い
ま
す
。
何
う
言
ふ
も
の
か
私
は
、
あ
な
た
の
事
ば
か
り
考
へ
て
居
り
ま

す
よ
。（
中
略
）
ほ
ん
た
う
に
是
か
ら
は
彫
刻
の
方
を
一
生
懸
命
に
や
り
ま
す

よ
。
只
に
、
う
ま
い
彫
刻
が
作
り
た
い
ば
か
り
で
は
な
く
彫
刻
を
以
て
食
べ
て

行
け
る
様
に
な
り
た
い
の
で
す
12
。

大
正
五
年
十
一
月
九
日

私
は
非
常
に
あ
な
た
を
愛
し
て
居
る
の
で
す
よ
。
だ
ん
〳
〵
あ
な
た
と
御
話
を

し
て
居
る
中
に
種
々
と
あ
な
た
の
性
格
の
中
に
可
愛
ら
し
い
美
点
を
発
見
し
て

行
く
事
が
出
来
ま
す
。
是
が
私
に
は
非
常
に
愉
快
で
す
。
私
達
は
お
互
に
だ
ん

〳
〵
理
解
し
合
っ
て
行
く
。
そ
し
て
御
互
の
愛
情
の
強
く
な
つ
て
行
く
の
を
感

じ
る
13
。

　

大
正
五
年
は
暮
れ
、
翌
大
正
六
年
の
四
月
の
日
本
美
術
院
試
作
展
に
は
前
年
の
文

部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
に
出
品
し
て
落
選
し
た
《
墓
守
老
人
》
を
出
品
し
た
。

日
本
美
術
院
展
で
は
、
こ
の
年
か
ら
設
け
ら
れ
た
美
術
院
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
当

然
な
が
ら
文
展
と
日
本
美
術
院
で
は
鑑
査
す
る
基
準
が
違
う
。
文
展
で
は
中
原
の
作

品
は
肌
あ
い
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い
て
未
完
成
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
年
、

中
原
は
《
福
田
久
道
の
首
》、《
裸
婦
ト
ル
ソ
ー
》
を
制
作
し
た
が
、
壊
し
て
い
る
。

《
男
の
脚
》
も
五
ヶ
月
か
け
て
作
っ
た
が
、
意
に
沿
わ
ず
壊
し
て
し
ま
う
。
結
局
、

秋
の
院
展
に
出
品
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
正
七
年
、《
裸
婦
ト
ル
ソ
ー
》

を
制
作
中
偶
然
破
損
し
て
し
ま
い
、
こ
れ
も
壊
し
て
し
ま
う
。
残
っ
て
い
れ
ば
、
見

ご
た
え
の
あ
る
像
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
の
で
残
念
で
あ
る
。
さ
ら
に
初
夏
か
ら
八

月
末
ま
で
、
東
京
谷
中
清
水
町
の
佐
藤
朝
山
の
ア
ト
リ
エ
で
《
行
乞
老
人
》
を
制
作

し
た
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
中
原
と
信
の
間
で
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

大
正
七
年
七
月
二
十
六
日

又
例
の
墓
守
の
御
爺
さ
ん
に
で
も
頼
ま
う
か
と
思
つ
て
居
る
。
若
御
爺
さ
ん
が

承
知
し
て
く
れ
た
ら
費
用
を
あ
な
た
に
御
願
し
や
う
。
二
拾
円
も
あ
れ
ば
沢
山
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だ
14
。

大
正
七
年
八
月
一
日

昨
日
御
手
紙
を
拝
見

し
た
。
其
の
節
替
為

も
た
し
か
に
頂
戴
し

た
。
モ
デ
ル
の
方
も

例
の
御
爺
さ
ん
が
喜

ん
で
承
知
し
て
く
れ

た
15
。

　

中
原
は
こ
の
像
を
制
作
す
る
の
に
、
信
が
働
い
て
た
め
た
お
金
を
貰
っ
て
作
っ
た

の
で
あ
る
。《
行
乞
老
人
》（
図
３
）
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
作
品
は
九
月
の
第
五
回

日
本
美
術
院
展
に
出
品
し
、
同
人
に
推
挙
さ
れ
た
。
彫
刻
部
の
同
人
に
な
る
に
あ

た
っ
て
も
日
本
画
、
洋
画
部
同
人
の
同
意
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

大
正
七
年
九
月
七
日

同
人
推
選
の
事
は
内
定
し
て
居
る
と
言
ふ
噂
だ
け
だ
。
最
も
昨
年
も
そ
ん
な
様

な
話
が
あ
つ
た
が
出
品
し
な
か
つ
た
の
で
沙
汰
止
み
に
な
つ
た
。
今
年
は
出
品

す
れ
ば
同
人
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
さ
う
言
ふ
事
は
幹
部
の
意
向
に
あ
る

の
で
未
だ
何
と
も
わ
か
ら
ぬ
。
然
し
こ
ん
な
事
は
日
本
画
の
連
中
に
は
生
活
上

に
影
響
す
る
の
で
大
問
題
だ
が
僕
等
に
は
何
う
で
も
良
い
事
だ
16
。

大
正
七
年
十
月
十
四
日

其
の
後
忙
し
か
つ
た
為
め
永
ら
く
ご
無
沙
汰
を
し
て
誠
に
申
し
わ
け
な
い
。
只

今
は
見
事
な
梨
を
送
つ
て
戴
い
て
誠
に
有
難
う
17
。

十
月
、
中
原
は
日
本
美
術
院
展
が
京
都
に
巡
回
し
た
時
、
平
櫛
田
中
、
石
井
鶴
三
、

堀
進
二
ら
と
奈
良
を
旅
行
し
、
古
代
の
仏
像
彫
刻
を
見
て
回
っ
た
。
そ
し
て
、
い
よ

い
よ
、
中
原
と
信
は
結
婚
に
向
か
っ
て
動
き
だ
し
た
。

大
正
七
年
十
二
月
六
日

そ
れ
か
ら
御
手
紙
に
よ
る
と
結
婚
の
式
も
兎
に
角
正
式
に
や
る
つ
も
り
で
居
る

ら
し
い
が
、
そ
れ
等
に
要
す
る
費
用
の
事
は
何
と
も
言
つ
て
く
れ
な
い
が
、
全

部
あ
な
た
方
に
出
し
て
貰
つ
て
よ
い
の
か
（
中
略
）。
式
服
の
方
は
あ
な
た
の

兄
さ
ん
の
を
有
難
く
借
用
す
る
事
に
す
る
18

　

中
原
は
年
末
の
十
二
月
二
十
七
日
、
新
潟
市
に
向
か
う
。
二
十
九
日
、
西
大
畑
町

の
新
潟
大
神
宮
で
結
婚
式
を
お
こ
な
っ
た
（
図
４
）。
信
は
両
親
に
中
原
を
紹
介
す

る
こ
と
で
安
心
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
原
の
羽
織
・
袴
は
手
紙
ど
お
り
兄

武
夫
の
持
ち
物
を
借
り
た
の
で
あ
っ
た
。
出
席
者
は
新
郎
新
婦
の
他
、
信
の
両
親
、

兄
成
章
と
武
夫
で
あ
っ
た
。
信
の
実
家

の
あ
る
学
校
町
通
二
番
町
か
ら
、
新
潟

大
神
宮
ま
で
直
線
距
離
で
二
キ
ロ
く
ら

い
あ
る
。

　

二
人
の
結
婚
式
当
日
は
大
雪
で
「
綿

を
ち
ぎ
っ
た
よ
う
な
雪
が
ボ
サ
リ
〴
〵

降
っ
て
お
り
ま
し
て
。
門
を
出
て
一
丁

ば
か
り
、
俥
が
町
角
を
曲
る
と
き
、
ぐ

ら
り
と
大
き
く
揺
れ
た
拍
子
に
、
嶋
田

に
挿
し
た
花
簪
が
抜
け
て
落
ち
、
雪
の

中
に
真
直
に
一
尺
も
さ
さ
っ
た
の
を
覚

え
て
お
り
ま
す
19
」
と
も
語
っ
て
い
る
。

図３　中原悌二郎《行乞老人》1918年
　　　（公財）碌山美術館所蔵

図４�　新潟大神宮での挙式の中原悌二郎と伊藤信
（大正7年12月29日）
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新
潟
で
は
大
晦
日
の
日
没
か
ら
新
年
と
認
識
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
夕
食
に
ご
馳
走

を
並
べ
る
。
中
原
は
伊
藤
家
の
新
年
の
祝
い
膳
に
つ
き
、
新
春
三
が
日
を
新
潟
で
過

ご
し
た
。

　

信
に
よ
る
と
、
中
原
の
簡
単
な
日
記
が
あ
る
20
。

大
正
八
年
一
月
一
日

　
　
　

晴
天　

新
潟
に
て
新
年
を
迎
ふ
。

二
日　

晴
天　

朝
市
を
見
る
。

三
日　

暴
風
雪
。

四
日　

暴
風
雪　

午
後
五
時
半
新
潟
発
。

中
原
た
ち
が
二
日
の
日
に
見
に
行
っ
た
朝
市
は
、
本
町
（
ほ
ん
ち
ょ
う
）
通
り
の
名

物
で
、
露
店
が
多
く
出
店
し
、
買
い
物
客
も
詰
め
か
け
た
（
図
５
）。
四
日
、
中
原

は
家
族
「
一
同
の
引
き
止
め
る
の
も
聞
か
ず
」
東
京
へ
戻
っ
て
行
っ
た
。
と
に
か
く

制
作
が
し
た
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

中
原
の
手
紙
に
は

大
正
八
年
一
月
二
十
四
日

皆
さ
ん
御
変
り
も
無
い
さ
う
で
何
よ
り
で

御
座
い
ま
す
。
私
も
相
変
ら
ず
元
気
で
制

作
を
続
け
て
居
り
ま
す
故
御
安
心
下
さ
い
。

そ
れ
か
ら
入
籍
の
事
も
旭
川
の
方
へ
言
つ

て
や
り
ま
し
た
故
遠
か
ら
ず
手
続
す
る
だ

ら
う
と
思
ひ
ま
す
21
。

　

二
月
一
日
、
中
原
は
日
本
美
術
院
第
五
回
試

作
展
に
素
描
二
点
を
出
品
し
た
。
今
ま
で
中
原
は
下
宿
に
住
ん
で
い
た
が
、
信
と
一

緒
に
住
め
る
一
軒
家
を
探
す
。
そ
し
て
、
四
月
五
日
に
上
京
し
た
信
を
日
暮
里
渡
辺

町
一
〇
四
〇
番
地
（
現
在
の
荒
川
区
西
日
暮
里
四
丁
目
）
の
新
居
に
迎
え
て
い
る
。

渡
辺
町
は
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
の
供
給
が
あ
り
、
電
線
は
全
て
埋
設
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
新
し
い
家
で
、
美
術
院
彫
刻
部
同
人
達
―
石
井
鶴
三
、
平
櫛
田
中
、
佐
藤
朝
山
、

堀
進
二
等
を
招
い
て
さ
さ
や
か
な
結
婚
の
お
披
露
目
を
お
こ
な
っ
た
。

　

《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
の
制
作

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
日
本
美
術
院
の
研
究
所
で
中
原
は
生
涯
で
唯
一
の
全

身
像
《
憩
え
る
女
》
を
制
作
し
た
。
最
後
ま
で
中
原
が
手
を
入
れ
て
作
っ
た
塑
像
で
、

画
廊
で
ブ
ロ
ン
ズ
に
し
た
も
の
を
売
り
に
出
し
た
が
、
売
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

妻
信
が
作
品
の
出
来
栄
え
を
褒
め
、
後
で
中
原
か
ら
貰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

夏
、
中
国
の
ハ
ル
ピ
ン
に
い
た
画
家
の
鶴
田
吾
郎
の
紹
介
で
、
中
村
屋
の
相
馬
夫

妻
の
も
と
に
ニ
ン
ツ
ァ
ー
が
や
っ
て
き
た
。
彼
は
ロ
シ
ア
革
命
後
の
兵
営
か
ら
抜
け

出
し
て
、
ア
ジ
ア
大
陸
を
放
浪
し
て
き
た
と
い
う
。

　

こ
の
野
性
味
を
帯
び
た
若
者
の
風
貌
に
惹
か
れ
て
、
中
原
は
彼
に
モ
デ
ル
を
依
頼

す
る
。
ち
ょ
う
ど
、
中
村
彝
が
静
養
の
た
め
一
ヶ
月
茨
城
県
に
行
く
事
に
な
り
、
落

合
の
ア
ト
リ
エ
（
現
在
の
新
宿
区
立
中
村
彝
ア
ト
リ
エ
）
が
空
い
た
の
で
、
そ
こ
を

借
り
て
制
作
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
原
は
午
前
中
、
こ
の
像
を
作
る
こ
と
に
あ

て
、
昼
に
な
る
と
自
宅
に
帰
り
、
共
に
信
が
作
っ
た
昼
食
を
食
べ
た
。
中
原
は
ニ
ン

ツ
ァ
ー
に
モ
デ
ル
を
一
ヶ
月
位
願
い
た
い
と
頼
ん
だ
が
、
制
作
途
中
に
本
人
と
の
意

見
の
対
立
で
、
結
局
二
週
間
で
止
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ニ
ン
ツ
ア
ー
は
、
中
原

が
作
っ
た
自
分
の
像
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か
、「
中
原
は
鬼
を
作
り
ま
す
22
」

と
信
に
訴
え
、
彼
女
が
な
だ
め
る
の
も
き
か
な
か
っ
た
。
ニ
ン
ツ
ア
ー
が
今
す
ぐ
壊

し
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
石
膏
に
と
り
、
す
ぐ
鋳
造
所
で
ブ
ロ
ン
ズ
に
さ
れ
た
。
像
は

制
作
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
せ
い
か
、
後
頭
部
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
全
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体
の
表
現
も
《
行
乞
老
人
》
の
よ
う
な
執
拗
さ
は
無
く
、
か
え
っ
て
見
る
人
に
は
と

り
つ
き
易
い
。
彝
は
こ
の
像
に
「
一
見
古
代
の
十
二
神
将
の
像
」
を
見
て
い
た
23
。

中
原
は
ロ
ダ
ン
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
東
洋
的
な
造
形
感
覚
も
入
れ
て
こ
の
像

を
制
作
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

中
原
は
九
月
の
第
六
回
日
本
美
術
院
展
に
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》（
ブ
ロ
ン
ズ
に

鋳
造
し
た
も
の
）
と
先
に
紹
介
し
た
《
憩
え
る
女
》
を
出
品
し
た
。
こ
の
像
は
、
称

賛
と
酷
評
相
半
ば
し
て
話
題
作
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
ロ
ダ
ン
の
助
手
を
務
め
、

二
科
会
の
彫
刻
部
を
作
っ
た
藤
川
勇
造
は
、「
院
展
で
は
中
原
悌
二
郎
氏
の
《
若
き

カ
フ
カ
ス
人
》
が
一
番
よ
く
見
え
た
。
し
か
し
、
二
度
見
た
時
は
あ
ま
り
い
い
も
の

と
は
思
は
な
か
っ
た
。
非
常
に
固
く
窮
屈
な
感
じ
が
し
た
。」
と
も
言
っ
て
い
る
24
。

　

中
原
悌
二
郎
の
死

　

中
原
は
大
正
八
年
秋
か
ら
彫
刻
家
平
櫛
田
中
を
モ
デ
ル
に
前
述
の
よ
う
に
《
平
櫛

氏
像
》
を
作
っ
た
が
、
途
中
体
調
不
良
と
な
り
こ
の
像
は
未
完
成
の
ま
ま
手
を
つ
け

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

大
正
九
年
に
な
る
と
、
中
原
は
彫
刻
の
制
作
が
で
き
な
か
っ
た
。
美
術
院
の
研
究

所
に
も
行
く
こ
と
は
で
き
ず
、
休
み
が
ち
に
な
る
。
油
彩
の
作
品
も
描
い
た
が
、
未

完
成
に
終
わ
る
。
代
わ
り
に
、
評
論
を
多
く
書
き
「
中
村
彝
論
」、「
帝
展
彫
刻
短

評
」
な
ど
残
し
て
い
る
。
夏
ま
で
は
旭
川
か
ら
出
て
き
た
養
父
の
東
京
見
物
に
対
応

し
た
り
、
初
夏
、
石
井
鶴
三
と
八
ヶ
岳
登
頂
を
企
て
、
七
月
に
は
渡
欧
す
る
保
田
龍

門
の
送
別
会
の
世
話
役
を
務
め
、
横
浜
ま
で
見
送
り
に
行
く
な
ど
行
動
的
で
あ
っ
た
。

九
月
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
現
代
美
術
展
」
で
ロ
ダ
ン
の
《
考
え
る
人
》
を
初
め
て
見
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

寒
さ
に
向
か
っ
て
病
勢
多
い
に
す
す
む
が
、
岡
田
式
静
坐
法
を
固
く
信
じ
、
友
人

達
の
勧
め
る
他
の
治
療
法
に
一
切
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
大
正
十
年
一
月
十
七
日

病
臥
の
床
に
つ
く
。
三
月
中
旬
よ
り
喀
血
あ
い
つ
い
で
絶
対
安
静
と
な
り
、
三
月
二

十
八
日
午
前
七
時
二
十
分
に
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
。
三
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
信
は
次

の
よ
う
に
嘆
い
た
。

「
嗚
呼
、
何
故
、
死
ん
だ
。
何
故
、
あ
な
た
ば
か
り
こ
ん
な
に
早
く
死
ん
だ
。」

通
夜
の
晩
暗
い
部
屋
に
暫
く
一
人
横
に
な
る
と
今
ま
で
こ
ら
え
て
い
た
涙
が
一

時
に
堰
を
切
っ
て
流
れ
出
ま
し
た
。
漸
く
家
庭
を
持
っ
て
生
涯
の
方
途
も
ほ
ぼ

定
ま
り
、
長
年
、
彼
を
苦
し
め
た
物
質
上
の
願
い
か
ら
は
解
放
さ
れ
て
、
規
則

正
し
く
彫
刻
の
勉
強
も
出
来
得
る
よ
う
に
な
り
、
是
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
し
た
も
の
を
25
。

　

「
長
い
婚
約
の
三
年
、
結
婚
生
活
二
年
。
こ
れ
が
中
原
悌
二
郎
と
私
と
の
こ
の
世

に
お
け
る
す
べ
て
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
も
、
信
は
書
い
て
い
る
26
。
い
つ
の
ま

に
か
信
に
は
、
中
原
に
対
し
て
思
慕
と
い
う
よ
り
も
信
仰
に
近
い
気
持
ち
が
芽
生
え

て
い
た
と
い
う
。

　

《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
と
旧
制
新
潟
高
等
学
校

　

旧
制
新
潟
高
等
学
校
は
大
正
七
年
、
地
元
の
熱
心
な
誘
致
で
設
置
が
決
ま
っ
た
官

立
の
学
校
で
あ
る
。
大
正
八
年
、
新
潟
師
範
学
校
の
校
舎
を
借
り
て
開
校
し
、
大
正

十
一
年
、
近
く
に
新
校
舎
を
建
築
し
た
。
新
校
長
は
八
田
三
喜
。
石
川
県
出
身
で
、

東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、
新
設
の
旧
制
佐
渡
中
学
校
校
長
を
務
め
、
そ
の

後
旧
制
東
京
府
立
第
三
中
学
校
（
現
在
の
都
立
両
国
高
校
）
の
校
長
を
十
七
年
務
め

た
。
学
生
ら
若
者
は
音
楽
や
美
術
な
ど
の
芸
術
に
親
し
む
事
が
大
切
だ
と
し
て
校
内

で
の
展
覧
会
、
美
術
品
の
購
入
展
示
を
お
こ
な
っ
た
。

　

新
潟
大
学
の
も
と
教
官
だ
っ
た
近
藤
フ
ヂ
エ
氏
は
、
大
正
十
年
に
は
安
宅
安
五
郎

の
《
砂
丘
に
立
つ
子
供
》（
油
彩
、
大
正
十
年
第
二
回
帝
展
特
選
作
）
と
《
若
き
カ

フ
カ
ス
人
》
は
高
等
学
校
に
あ
り
、
新
校
舎
で
は
「
講
堂
と
図
書
館
に
飾
ら
れ
て
い
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た
。」
と
い
う
。

　

理
学
部
の
購
入
品
台
帳
で
は
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
は
「
昭
和
九
年
に
寄
贈
、
評

価
額
一
〇
〇
〇
円
と
あ
る
27
」。《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
本
体
は
学
校
に
先
に
渡
さ
れ

て
展
示
さ
れ
実
際
の
寄
贈
手
続
き
は
後
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
は
ど
う
い
う
因
縁
で
、
旧
制
新
潟
高
等
学
校
に
所
蔵
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
久
保
尋
二
氏
（
新
潟
大
学
教
授
）
に
よ
れ
ば
酒

井
千
尋
氏
（
旧
新
潟
高
等
学
校
教
員
、
前
畠
山
美
術
館
館
長
）
が
「
旧
制
新
潟
高
校

の
一
室
で
新
海
竹
太
郎
・
中
原
悌
二
郎
の
作
品
の
展
覧
会
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
展
覧
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
新
海
さ
ん
と
中
原
さ
ん
が
作
品
を
学
校
へ
寄
贈
さ

れ
た
と
い
う
文
面
の
手
紙
を
私
（
久
保
）
に
下
さ
い
ま
し
た
28
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
が
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
。
当
時
の
地
元
紙
『
新

潟
毎
日
新
聞
』
や
『
新
潟
新
聞
』
を
見
た
が
、
展
覧
会
と
い
う
ほ
ど
の
催
し
で
は
な

か
っ
た
の
か
、
記
事
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
土
方
定
一
に
よ
れ
ば
「
中
村
彝
は
中
原

の
親
友
で
あ
っ
た
の
で
、
パ
ト
ロ
ン
の
今
村
繁
三
に
こ
の
「
カ
フ
カ
ス
人
」
を
買
っ

て
も
ら
い
、
今
村
は
そ
れ
を
新
潟
高
等
学
校
に
寄
贈
し
た
の
で
、
新
潟
大
学
に
残
る

こ
と
に
な
っ
た
」
と
あ
る
29
。
今
村
が
持
っ
て
い
た
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
は
「
露

人
ブ
ロ
ン
ヅ
」
と
し
て
「
中
原
悌
二
郎
遺
作
展
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
30
。
し

か
し
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
寄
贈
し
た
の
か
、
結
局
、
結
論
は
出
な
い
。

　

中
原
の
没
後
、
中
村
彝
、
堀
進
二
、
平
櫛
田
中
の
三
人
が
管
理
委
員
会
を
作
り
原

型
の
管
理
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に

中
原
の
遺
作
を
希
望
者
に
頒
布
す
る
こ
と
に
な
り
、
柏
崎
町
在
住
で
中
村
彝
の
後
援

者
洲
崎
義
郎
（
す
の
ざ
き
ぎ
ろ
う
）
に
も
話
が
行
っ
た
。
洲
崎
は
生
前
の
中
原
と
面

識
が
あ
り
、
地
元
の
新
聞
に
書
い
た
り
、
周
囲
の
人
達
に
も
よ
く
話
を
し
て
い
た
よ

う
だ
31
。
お
そ
ら
く
信
と
も
面
識
が
あ
り
、
同
県
人
と
い
う
こ
と
で
話
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

近
年
、
洲
崎
あ
て
の
中
村
の
手
紙
が
ま
と
ま
っ
て
公
開
さ
れ
た
。

中
原
の
作
品
の
優
良
な
も
の
を
（
ニ
ン
ツ
ア
、
石
井
君
像
、
女
等
）
ブ
ロ
ン
ズ

に
し
て
少
数
の
人
に
分
け
る
ら
し
い
の
で
す
。
僕
も
な
け
な
し
の
金
を
し
ぼ
っ

て
兎
に
角
女
と
石
井
君
だ
け
注
文
し
ま
し
た
（
年
月
不
明　

推
定
大
正
十
二
年

上
半
期
）32
。

所
で
彫
刻
は
ど
う
い
ふ
う
に
し
て
御
送
り
し
た
も
の
で
せ
う
。
序
（
つ
い
で
）

の
人
で
も
あ
れ
ば
好
都
合
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
と
も
発
送
の
方
今
次
義
郎
さ
ん

が
御
上
京
に
な
る
ま
で
御
持
ち
す
る
こ
と
し
ま
せ
う
か
（
十
月
二
十
一
日
）33

手
紙
の
中
の
「
ニ
ン
ツ
ァ
」
は
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》、「
女
」
は
《
憩
え
る
女
》
で

あ
ろ
う
。《
石
井
氏
像
》
を
入
れ
て
三
点
の
い
ず
れ
か
を
、
洲
崎
が
購
入
し
た
と
思

わ
れ
る
。
今
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
洲
崎
の
家
に
は
の
こ
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、
旧
制
新
潟
高
等
学
校
の
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
は
昭
和
二
年
、
一
人
の
小

説
家
を
魅
了
し
た
。
芥
川
龍
之
介
で
あ
る
。
彼
は
八
田
三
喜
校
長
時
代
の
旧
制
府
立

第
三
中
学
校
（
現
在
の
都
立
両
国
高
校
）
の
卒
業
生
で
あ
り
、
旧
制
新
潟
高
等
学
校

の
文
芸
部
か
ら
講
演
の
依
頼
を
一
ヶ
月
前
に
受
け
て
い
た
。
と
は
い
え
そ
の
来
訪
は

突
然
で
あ
り
、
講
演
会
も
広
報
す
る
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
五
月
二
十
四
日

開
か
れ
た
小
説
家
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
に
つ
い
て
「
ポ
オ
の
一
面
」
と
題
し

た
講
演
会
は
学
生
の
他
一
般
市
民
も
大
勢
集
ま
り
、
盛
況
だ
っ
た
34
。
前
日
の
二
十

三
日
八
田
が
い
る
校
長
室
で
こ
の
像
を
見
た
芥
川
は
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
「
新
潟
高

等
学
校
―
誰
か
こ
の
中
原
悌
次

（
マ
マ
）郎
氏
の
「
ブ
ロ
ン
ズ
」
の
若
者
に
惚
れ
る
も
の
は
い

な
い
か
？　

こ
の
「
若
者
」
は
未
だ
に
生
て
い
る
ぞ
35
」
と
書
い
た
の
で
あ
っ
た
。

旧
制
新
潟
高
等
学
校
に
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
が
あ
っ
た
最
古
の
記
録
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
二
ヶ
月
後
、
自
ら
の
命
を
断
っ
て
し
ま
う
。
新
潟
市
で
の
講
演
が
芥
川

最
後
の
講
演
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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中
原
亡
き
後
の
信

　

信
は
中
原
の
看
護
中
に

結
核
に
感
染
す
る
。
長
期

間
の
治
療
が
必
要
で
あ
つ

た
。

　

日
本
美
術
院
で
は
、
所

属
作
家
が
な
く
な
る
と
同

人
達
が
作
品
を
寄
贈
し
そ

れ
を
売
却
す
る
こ
と
で
現

金
化
し
、
遺
族
の
生
活
費
に
充
て
て
い
た
。
信
の
場
合
は
平
櫛
田
中
が
作
品
と
お
金

を
管
理
し
必
要
分
を
彼
女
に
渡
し
て
い
た
。
平
櫛
宛
の
遺
さ
れ
た
手
紙
の
中
で
信
は

「
平
櫛
先
生
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
る
36
。
お
か
げ
で
信
は
東

京
江
古
田
の
結
核
療
養
所
や
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ム
、
茅
ヶ
崎
の
南
湖
院
に
経
済
的
な
心

配
を
す
る
こ
と
な
く
療
養
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
東
京
在
住
中
に
キ
リ
ス
ト
教
に
入

信
し
、
回
復
し
て
か
ら
は
茅
ヶ
崎
の
白
十
字
会
林
間
学
校
で
寮
母
と
し
て
働
く
。
そ

し
て
、
こ
こ
の
創
立
者
の
次
男
で
教
員
の
宮
腰
文
夫
と
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
七

月
に
再
婚
し
た
。
後
年
娘
の
美
江
は
信
の
述
懐
を
思
い
出
し
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

母
の
過
去
も
現
在
の
健
康
状
態
も
、
母
が
八
歳
も
年
長
で
あ
る
こ
と
も
悉
く
承

知
し
て
温
く
迎
え
入
れ
よ
う
と
す
る
文
夫
と
、
常
識
的
に
は
凡
そ
条
件
の
悪
い

こ
の
結
婚
に
つ
い
て
一
言
も
反
対
せ
ず
理
解
を
示
し
た
文
夫
の
母
と
兄
の
気
持

に
ほ
だ
さ
れ
て
遂
に
受
け
入
れ
る
気
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
37
。

そ
し
て　

昭
和
五
年
五
月
二
十
四
日
に
長
女
美
江
を
出
産
す
る
。
病
身
で
高
齢
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、「
主
治
医
の
強
い
反
対
が
あ
っ
た
」
が
、
信
は
「
篤
い
信
仰
で
心
を

支
え
」
な
が
ら
産
ん
だ
の
だ
っ
た
38
。

　

『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』
の
出
版

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
な
る
と
、
信
は
箪
笥
の
中
に
大
切
に
保
管
し
て
い

た
中
原
の
書
簡
の
束
を
取
り
出
し
中
原
の
思
い
出
の
原
稿
を
書
き
始
め
る
。
四
百
字

詰
原
稿
用
紙
五
百
枚
に
わ
た
る
原
稿
の
出
版
は
中
原
を
高
く
評
価
し
て
い
た
評
論
家

の
森
口
多
里
が
引
き
受
け
る
。
だ
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
空
襲
で
森
口

の
家
と
共
に
焼
失
し
た
。
信
や
寮
生
達
は
新
潟
県
六
日
町
に
疎
開
中
に
終
戦
を
迎
え

た
。
終
戦
後
、
何
も
か
も
不
足
し
て
い
る
な
か
、
信
は
も
う
一
度
原
稿
を
書
き
上
げ

る
。
出
版
を
た
び
た
び
試
み
た
が
、
生
存
中
に
果
た
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
39
。
昭

和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
十
月
十
一
日
、
信
は
茅
ヶ
崎
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
六

十
二
歳
、
そ
の
仕
事
は
美
江
に
引
き
継
が
れ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
信
の
献
身
的
と
い

う
べ
き
仕
事
が
な
か
っ
た
ら
、
中
原
の
研
究
は
も
っ
と
遅
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

澤
地
久
枝
の
『
画
家
の
妻
た
ち
』
を
読
む
と
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
女
性
が
登
場

す
る
。
信
は
理
知
的
な
女
性
で
あ
り
、
大
人
の
対
応
が
で
き
る
人
で
あ
っ
た
。
相
馬

黒
光
が
可
愛
が
り
、
宮
腰
文
夫
が
彼
女
に
惹
か
れ
て
求
愛
し
た
の
も
そ
の
知
性
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
信
の
兄
武
夫
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
武
夫
は
中
原
と
気
持
ち
も
あ

い
東
京
に
い
る
信
を
支
え
て
い
た
。
林
学
博
士
で
あ
り
、
農
林
技
士
、
砂
防
工
学
の

権
威
で
あ
っ
た
。
大
正
十
年
、
中
原
が
亡
く
な
る
と
そ
の
年
欧
州
留
学
を
し
て
い
る
。

大
正
十
一
年
に
帰
国
後
、
津
の
三
重
高
等
農
林
業
学
校
教
授
を
し
、
昭
和
十
四
年
、

東
京
帝
国
大
学
農
学
部
の
教
授
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
、
新
潟
県
立

農
林
専
門
学
校
校
長
に
迎
え
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
四
年
に
は
新
制
大
学
と
な
っ
た
新

潟
大
学
農
学
部
の
教
授
と
な
り
、
学
部
長
を
勤
め
る
。
新
潟
大
学
に
赴
任
し
て
い
る

間
、
武
夫
は
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
を
見
る
機
会
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在

新
潟
大
学
の
《
若
き
カ
フ
カ
ス
人
》
は
学
部
長
室
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
他
、
複
製
が
理

学
部
と
法
学
部
に
各
一
体
ず
つ
あ
る
。

図６　伊藤信（昭和16年　39才）
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こ
の
小
稿
は
新
潟
市
芸
術
創
造
村
・
国
際
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
通
称
ゆ
い

ぽ
ー
と
）
で
開
催
さ
れ
た
「
め
だ
か
の
学
校
」（
令
和
二
年
十
二
月
五
日
）
講

座
「
若
き
カ
フ
カ
ス
人
と
旧
制
新
潟
高
校
～
作
者
中
原
悌
二
郎
と
妻
信
の
愛

～
」
の
内
容
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。

謝
辞

拙
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
の
機
関
、
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

喜
嶋
奈
津
代　

武
井
敏　

千
田
敬
一　

長
岡
市
立
科
学
博
物
館　

東
京
藝
術
大
学
美

術
館　

新
潟
大
学　

本
井
晴
信　

（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

千
田
敬
一
「
大
陸
の
魂
」『
日
本
の
近
代
美
術
11　

近
代
の
彫
刻
』
大
月
書
店
、

平
成
九
年
、
八
九
頁
参
照
。

２　

山
浦
の
調
査
に
よ
る
。

３　

「
中
原
悌
二
郎
年
譜
」『
中
原
悌
二
郎
集
』
碌
山
美
術
館
、
昭
和
六
十
三
年
、

五
二
頁
参
照
。

４　

『
長
岡
市
史
』
資
料
篇
４
、
平
成
五
年
、
二
七
頁
参
照
。

５　

匠
秀
夫
『
中
原
悌
二
郎
』
木
耳
社
、
昭
和
四
十
四
年
、
一
七
三
頁
参
照
。
な
お
、

藩
校
は
士
分
（
男
子
）
へ
の
教
育
の
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
、
女
子
へ
の
教

育
は
な
か
っ
た
。

６　

中
原
信
『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』
日
動
出
版
部
、
昭
和
五
十
六
年
、
四
〇
頁
参

照
。

７　

「
新
潟
県
大
地
主
名
簿
」『
新
潟
県
史
』
資
料
篇
第
十
七
巻
、
六
〇
六
頁
参
照
。

８　

中
原
信
、
前
掲
書
、
四
〇
頁
参
照
。

９　

中
村
彝
「
中
原
君
を
憶
ふ
」、
中
原
信
編
『
彫
刻
の
生
命
』
ア
ル
ス
、
大
正
十

年
、
二
一
一
頁
参
照
。

10　

中
原
信
『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』
前
掲
書
、
六
三
―
六
四
頁
参
照
。

11　

前
掲
書
、
七
一
頁
参
照
。

12　

中
原
悌
二
郎
『
彫
刻
の
生
命
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
五
十
七
年
、
一
四

四
―
四
五
頁
参
照
。

13　

同
書
、
一
四
七
頁
参
照
。

14　

同
書
、
一
九
〇
―
九
一
頁
参
照
。

15　

同
書
、
一
九
一
頁
参
照
。

16　

同
書
、
一
九
三
頁
参
照
。

17　

同
書
、
一
九
四
頁
参
照
。

18　

同
書
、
一
九
八
頁
参
照
。

19　

中
原
信
『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
参
照
。

20　

同
書
、
一
〇
五
頁
参
照

21　

中
原
悌
二
郎
『
彫
刻
の
生
命
』
前
掲
書
、
一
九
八
頁
参
照
。

22　

中
原
信
『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』
前
掲
書
、
一
三
〇
頁
参
照
。

23　

中
村
彝
「
中
原
君
を
憶
ふ
」、
中
原
信
編
『
彫
刻
の
生
命
』
二
一
八
頁
参
照
。

24　

藤
川
勇
造
「
欧
州
美
術
界
と
我
美
術
界
と
の
対
照
」『
美
術
月
報
』
第
一
巻
第

三
号
、
大
正
八
年
。

25　

中
原
信
『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』
前
掲
書
、
三
〇
頁
参
照
。

26　

同
書
、
二
九
頁
参
照
。

27　

近
藤
フ
ヂ
エ
「
新
潟
大
学
美
術
作
品
展
示
品
」『
環
日
本
海
地
域
の
自
然
・

人
・
文
化
』
新
潟
大
学
、
平
成
十
一
年
、
一
三
九
、
一
四
一
頁
参
照
。

28　

「
埋
も
れ
て
い
た
名
作
」『
新
潟
日
報
』
昭
和
三
十
九
年
九
月
十
九
日
付
参
照
。

後
に
久
保
尋
二
著
『
出
会
い
の
ス
ケ
ッ
チ
』（
考
古
堂
、
昭
和
六
十
年
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。

29　

土
方
定
一
「
芥
川
と
中
原
悌
二
郎
」『
現
代
の
眼
』
第
六
巻
第
三
号
、
現
代
評

論
社
、
昭
和
四
十
年
。
一
三
〇
―
三
一
頁
参
照
。『
式
場
隆
三
郎
［
脳
室
反
射
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鏡
］
展
図
録
』、
新
潟
市
美
術
館
、
令
和
三
年
、
五
三
、
五
四
頁
参
照
。

30　

「
中
原
悌
二
郎
遺
作
品
目
録
」『
中
原
悌
二
郎
集
』
前
掲
書
、
一
二
一
頁
参
照
。

31　

大
正
十
年
十
一
月
七
日
付
『
越
後
タ
イ
ム
ス
』
五
面
「
宮
芳
平
個
人
展
覧
会
開

催
（
下
）」。
洲
崎
は
宮
の
個
展
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ず
中
原
が
世
間
に
知

ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、
中
村
彝
と
と
も
に
喜
ん
で
い
る
。

　
　
　

大
正
十
四
年
三
月
二
九
日
付
『
越
後
タ
イ
ム
ス
』
五
面
の
牧
口
鉄
士
の
「
中

原
さ
ん
と
中
村
さ
ん
」
で
は
、
故
人
と
な
っ
た
二
人
の
美
術
家
を
懐
か
し
ん
で

い
る
。
柏
崎
町
の
書
店
で
も
『
彫
刻
の
生
命
』
が
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知

れ
る
の
で
あ
る
。

32　

松
矢
国
憲
「
新
収
蔵　

中
村
彝
、
洲
崎
義
郎
宛
書
簡
類
に
つ
い
て
」『
新
潟
県

立
近
代
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
、
平
成
二
十
九
年
、
四
二
頁
参
照
。

33　

小
見
秀
男
、
松
矢
国
憲
『
中
村
彝
・
洲
崎
義
郎
宛
書
簡
』
新
潟
県
立
近
代
美
術

館
、
平
成
九
年
、
九
九
頁
参
照
。

34　

昭
和
二
年
五
月
二
五
日
付
『
新
潟
毎
日
新
聞
』
九
面

35　

芥
川
龍
之
介
「
東
北
・
北
海
道
・
新
潟
」『
改
造
』
第
九
巻
第
八
号
、
改
造
社
、

昭
和
二
年
八
月
。『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
十
五
巻
、
平
成
九
年
、
岩
波
書
店
、

二
四
四
頁
参
照
。

36　

井
原
市
立
平
櫛
田
中
美
術
館
に
は
、
信
の
感
謝
の
書
簡
が
あ
る
。

37　

木
村
美
江
「
悌
二
郎
の
妻
信
の
辿
っ
た
後
半
世
」『
中
原
悌
二
郎
集
』
前
掲
書
、

一
〇
五
頁
参
照
。

38　

同
書
同
頁
参
照
。

39　

本
書
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、
木
村
美
江
「
亡
母
の
「
想
出
」
刊
行
に
あ
た
っ

て
」、
中
原
信
『
中
原
悌
二
郎
の
想
出
』
前
掲
書
、
三
〇
〇
―
〇
二
頁
参
照
。

（
附
表
）
伊
藤
亀
之
助
、
ヨ
シ
夫
妻
の
子
供
達
の
名
前
生
年
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『人事興信録　第９版』（昭和６年、人事興信所）より。『同書　第10版』（昭和９年）、
『同書　第11版』（昭和12年）まで同じ内容で、夫妻は健在であったと思われる。

伊藤亀之助
　安政５年（1858）２月生れ

ヨシ
　慶応２年（1866）３月生れ

成章　明治18年（1885）５月生れ

武夫　明治20年（1887）３月生れ

ヒデ　明治22年（1889）９月生れ

ノブ　明治25年（1892）２月生れ

テイ　明治28年（1895）10月生れ

正治　明治31年（1898）３月生れ

セイ　明治33年（1900）８月生れ

シゲ　明治36年（1903）７月生れ

薫　　明治39年（1906）12月生れ
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